
コナジラミを外に出さないためには･･･
①ハウスを1～2週間締切、ハウス内の温度を50℃以上に上げて蒸し込む

※温度を上げ過ぎると塩ビ管の糊が溶けたり、資材が変形する恐れがあります。

②有効薬剤を散布し、虫を死滅させた後に残渣を外へ出す

病害虫注意報
2019年6月作成※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

トマト編

ハウス外に出た害虫は露地で繁殖して
再び次作で飛来・侵入してきてしまいます！

持ち出し前のおすすめ薬剤

グレーシア乳剤

【登録内容】
トマト登録

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

2,000倍/収穫前日
2回まで ﾊﾁ1日

幅広い害虫に速く効きます！
新規有効成分が抵抗性害虫にも
高い効果を示します‼

新規登録農薬 新発売!!

モベントフロアブル 2,000倍 前日/3回
+ベストガード水溶剤 1,000～2,000倍 前日/3回

▹ ストレスに対する抵抗力の増強
（日照不足、低温、高温、環境ストレス）
▹ サイズや色つやの向上
▹ 根張り向上
▹ 病害に対する抵抗性向上

水溶液なので水に希釈でき、
土などに流すとガスが発生！
①灌水チューブによる灌水処理
（50～100倍程度）
②処理後は速やかにハウスを締め
切り3～7日間放置して下さい。
③ガスを感じなくなったら片付け
開始です。
④培地のガス抜けを確認した後、
は種又は植え付けを行って下さい。
（処理後15日以降）

①砕土を丁寧に行う
・・・固まっている土の内部は消毒されません！

②被覆を必ず行う
・・・被覆を行わないと薬剤が抜けやすくなり、

表層しか消毒できません！

詳しい使用方法はお問い合わせ下さい

土壌中の病原菌の分布
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フザリウム菌 青枯病菌

土壌の深いところまで生育している！


